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厚
生
労
働
省
は
、
介
護
人
材
の
確
保
・
介

護
現
場
の
革
新
の
な
か
で
も
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
活
用
や
人
員
・
運
営
基
準
の
緩
和
を
通
じ

た
業
務
効
率
化
・
業
務
負
担
の
軽
減
に
つ
な

が
る
よ
う
促
進
し
て
い
る
。

　
介
護
現
場
に
お
い
て
は
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

導
入
支
援
事
業
補
助
金
や
介
護
保
険
施
設
に

お
け
る
業
務
効
率
化
支
援
事
業
な
ど
様
々
な

補
助
金
事
業
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

I
C
T
化
に
取
り
組
む
施
設
も
増
加
し
て
い

る
。
　
今
回
は
、
先
駆
的
ま
た
積
極
的
に
イ
ン
カ

ム
等
I
C
T
機
器
を
導
入
し
日
々
の
業
務
に

活
用
し
て
い
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
さ

が
お
ホ
ー
ル
と
、
補
助
金
事
業
を
活
用
し
な

が
ら
職
員
の
意
識
改
革
や
業
務
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
る
に
し
の
み
や
聖
徳
園
、
い
ま
づ

聖
徳
園
を
取
材
し
た
。

　
社
会
福
祉
法
人
ひ
ま
わ
り
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
あ
さ
が
お
ホ
ー
ル
。
岩
田 

優
子
理

事
長
は
、
介
護
業
界
に
根
強
く
残
る
職
員
の

正
義
感
頼
み
の
旧
態
依
然
と
し
た
体
制
で
は

事
業
の
継
続
性
は
図
れ
な
い
、
ま
た
医
療
と

介
護
は
同
等
の
立
場
で
あ
る
べ
き
と
い
う
信

念
の
も
と
、
様
々
な
企
業
と
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
実
践
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
新

た
な
機
器
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
職
場
風
土
を
醸

成
し
て
き
た
と
話
す
。

　
現
在
は
、
早
い
段
階
か
ら
導
入
し
た
介
護

記
録
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
そ
れ
に
加
え
イ
ン

カ
ム
や
眠
り
ス
キ
ャ
ン
に
離
床
C
A
T
C
H

セ
ン
サ
ー
、
館
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
を

設
置
す
る
な
ど
複
数
機
器
を
導
入
し
て
い
る

が
、
こ
れ
も
介
護
環
境
へ
の
投
資
も
ケ
ア
の

底
上
げ
や
質
の
向
上
の
一
環
だ
と
話
す
。

　
イ
ン
カ
ム
は
、
就
労
中
に
は
端
末
機
を
腰

ベ
ル
ト
に
装
着
、
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
を
着
け
る

と
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
と
な
り
複
数
職
員
双
方
向

の
一
斉
通
信
が
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
と
眠
り
ス
キ
ャ
ン
に
も

互
換
性
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、
即
座
に
コ
ー

ル
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
業
務
す
る
全

職
員
が
イ

ン
カ
ム
を

装
着
す
る

こ
と
で
、

利
用
者
様

の
動
き
が

把
握
で
き
、

誰
が
対
応

す
る
か
、

で
き
な
い

の
か
が
判
断
で
き

る
た
め
、
相
談
員

や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
を
含
め
誰
で
も

が
タ
イ
ム
リ
ー
に

コ
ー
ル
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
こ
と
は
、
利

用
者
ニ
ー
ズ
へ
の

迅
速
な
応
対
、
職

員
同
士
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
と
協
力
体

制
を
構
築
す
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
た
。

　

一
方
で
、
イ
ン

カ
ム
は
全
職
員
が

感
知
す
る
た
め
、

瞬
時
に
職
員
の
所

在
確
認
が
で
き
る
こ
と
に
加
え
職
員
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に
も
な
っ
て

い
る
他
、
言
葉
遣
い
が
丁
寧
に
な
り
利
用
者

様
へ
の
接
遇
の
向
上
に
も
繋
が
っ
た
。

　
ま
た
、
複
数
設
置
さ
れ
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
カ
メ
ラ
映
像
は
、
職
員
詰
所
に
あ
る
モ

ニ
タ
ー
に
館
内
が
隈
な
く
映
し
出
さ
れ
、
職

員
や
利
用
者
の
安
全
を
見
守
る
こ
と
が
で
き

る
。
　
他
に
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
た
介
護
記

録
、
職
員
間
の
一
斉
メ
ー
ル
や
勤
怠
管
理
シ

ス
テ
ム
な
ど
導
入
機
器
は
多
岐
に
渡
る
。
今

後
の
展
望
は
と
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
契
約

書
や
重
要
事
項
説
明
書
な
ど
書
類
の
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
化
の
促
進
や
チ
ャ
ッ
ト
に
も
取
り
組

み
た
い
と
更
な
る
業
務
の
効
率
に
つ
い
て
聞

く
こ
と
が
で
き
た
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
し
の
み
や
聖
徳

園
で
は
、
電
動
ベ
ッ
ド
の
入
れ
替
え
と
同
時

に
眠
り
ス
キ
ャ
ン
を
数
台
導
入
、
翌
年
に
は

介
護
請
求
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
た
介
護
記
録

用
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
、
介
護
記
録
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
を
図
っ
た
。
現
在
で
は
蓄
積
さ

れ
た
食
事
量
や
水
分
量
の
デ
ー
タ
を
分
析

し
、
利
用
者
様
の
健
康
管
理
を
行
な
う
上
で

効
果
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
か
か
る
補
助
金
を

活
用
し
、
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
を

P
H
S
か
ら
イ
ン
カ
ム
へ
と
切
り
替
え
た
。

現
場
か
ら
の
不
安
の
声
を
受
け
P
H
S
も
一

部
残
し
た
と
樫
原 

一
仁
施
設
長
の
職
員
へ
の

配
慮
が
垣
間
見
え
た
。

　
イ
ン
カ
ム
導
入
後
、
施
設
内
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
発
症
者
が
あ
り
、
入
院

が
で
き
ず
施
設
で
介
護
し
た
際
に
は
、
異
な

っ
た
ゾ
ー
ン
に
居
る
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
有
効
な
通
信
手
段

で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
イ
ン
カ
ム
が
無
け
れ

ば
、
対
応
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

当
時
を
振
り
返
っ
て
い
た
。

　
い
ま
づ
聖
徳
園
は
、
令
和
元
年
に
眠
り
ス

キ
ャ
ン
を
1
台
導
入
し
看
取
り
介
護
で
使

用
、
翌
年
の
補
助
金
を
活
用
し
、
全
床
に
眠

り
ス
キ
ャ
ン
を
配
置
し
た
こ
と
で
夜
間
帯
の

巡
視
の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
た
。

　
施
設
長
兼
チ
ー
フ
看
護
師
で
あ
る
大
垣 

智

子
氏
は
、
当
施
設
は
十
分
な
職
員
を
配
置
し

医
療
依
存
度
の
高
い
方
の
受
け
入
れ
を
行
な

い
、
よ
り
質
の
高
い
ケ
ア
の
提
供
を
目
指
し

て
い
る
。

　
眠
り
ス
キ
ャ
ン
は
、
マ
ッ
ト
レ
ス
の
下
に

設
置
し
た
セ
ン
サ
ー
で
臥
床
し
て
い
る
人
の

心
拍
や
呼
吸
数
を
測
定
、
睡
眠
状
態
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
、
起
き
上
が
り
や
離
床
、

在
床
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
情

報
は
、
パ
ソ
コ
ン
画
面
に
表
示
さ
れ
る
た
め

睡
眠
状
況
が
明
確
に
わ
か
り
、
覚
醒
時
に
排

泄
の
声
掛
け
が
で
き
る
。
ま
た
起
床
時
の
声

掛
け
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
合
わ
せ
ら
れ
る
た

め
、
利
用
者
様
も
職
員
も
ム
ダ
な
動
き
が
軽

減
す
る
と
い
う
相
乗
効
果
が
得
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
可
視
化
で
き
る
デ
ー
タ
の
利
便
性

に
加
え
、
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
の
活
用
方
法
な

ど
新
た
な
課
題
も
出
て
き
た
。
現
在
で
も
メ

ー
カ
ー
と
の
勉
強
会
を
重
ね
、
新
た
な
知
識

や
技
術
を
習
得
し
、
デ
ー
タ
分
析
を
行
な
い

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
課
題
解
決
へ
と
導

け
る
こ
と
が
、
現
場
職
員
の
達
成
感
と
意
識

の
向
上
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
更
な
る
効

果
と
し
て
、
個
々
の
睡
眠
状
態
に
合
わ
せ
た

介
護
を
行
な
う
こ
と
で
、
不
眠
を
訴
え
る
方

の
眠
剤
の
内
服
が
減
少
し
、
食
事
量
が
増
え

体
調
が
整
う
な
ど
の
効
果
に
つ
な
が
っ
た
。

　
両
施
設
と
も
に
導
入
効
果
が
大
き
か
っ
た

機
器
と
し
て
、
ピ
ュ
ア
ッ
ト
（
ウ
ル
ト
ラ
フ

ァ
イ
ン
バ
ブ
ル
発
生
装
置
）
を
挙
げ
る
。
据

え
置
き
型
の
小
型
機
器
が
ウ
ル
ト
ラ
フ
ァ
イ

ン
バ
ブ
ル
を
発
生
さ
せ
る
。
特
殊
浴
浴
槽
に

張
っ
た
お
湯
に
ホ
ー
ス
を
浸
け
利
用
者
様
に

入
浴
し
て
い
た
だ
く
と
、
小
さ
な
気
泡
が
皮

脂
の
汚
れ
や
拘
縮
部
分
の
細
部
の
汚
れ
を
落

と
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
石
鹸
で
の
洗
体

が
不
要
に
な
る
う
え
、
入
浴
時
間
が
短
縮
さ

れ
介
護
職
員
の
負
担
軽
減
と
感
染
予
防
対
策

に
も
有
効
で
あ
っ
た
と
導
入
効
果
に
つ
い
て

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
今
般
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
な
ど
が
、
介
護
現
場
を
取
り
巻
く
環
境
に

大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
感
染
拡
大
を

防
止
す
る
た
め
に
は
非
接
触
で
の
見
守
り
や

観
察
、
介
護
な
ど
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ

た
が
、
結
果
と
し
て
こ
れ
ら
の
こ
と
が
こ
れ

ま
で
の
常
識
を
変
革
す
る
追
い
風
に
も
な
っ

た
。
　
最
後
に
I
C
T
化
に
必
要
な
の
は
、
職
員

の
意
識
付
け
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
I
C
T
技

術
の
活
用
、
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
の
活
用
そ
し

て
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
ケ
ア
の
実
践
ま
で

を
紐
づ
け
、
自
立
支
援
を
目
的
と
し
た
利
用

者
様
の
個
別
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
り
良

い
介
護
を
実
現
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て

有
効
活
用
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ぜ
ひ
、
次
年
度
以
降
も
I
C
T
化
ま
た
生

産
性
向
上
に
向
け
、
助
成
金
事
業
が
効
果
的

に
活
用
さ
れ
、
新
た
な
介
護
の
展
開
と
進
化

に
期
待
を
寄
せ
た
い
。

「
I
C
T
機
器
等
を
活
用
し
た

　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
の
取
組
み
」

「
I
C
T
機
器
等
を
活
用
し
た

　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
の
取
組
み
」

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

あ
さ
が
お
ホ
ー
ル

社
会
福
祉
法
人
聖
徳
園

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
し
の
み
や
聖
徳
園

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
ま
づ
聖
徳
園



令和元年度 令和２年度
（当初予算）

上限３０万円 同左

ー 上限１５０万円

＜入所・居住系＞
利用定員の１割

＜在宅系＞
利用定員の0.5割

＜入所・居住系＞
利用定員の２割

＜在宅系＞
利用定員の0.5割

対象経費の１／２ 同左

地域医療介護総合確保基金を活用し、介護保険施設等に対する介護ロボットの導入支援を実施

移乗介助、見守り、入浴支援などで利用する介護ロボットが対象

対象となる介護ロボット

○見守りセンサー
（見守り支援）

○入浴アシストキャリー
（入浴支援）

○装着型パワーアシスト
（移乗介助）

拡
充

拡
充

○非装着型離床アシスト
（移乗介助）

兵庫県令和３年度 介護ロボットの導入支援【介護業務における労働環境改善支援事業】

１．ロボットの定義とは、
●情報を感知（センサー系）
●判断し（知能・制御系）
●動作する（駆動系）
この３つの要素技術を有する知能化した機械システム

２．ロボット技術が応用され利用者の自立支援や介護者の
負担の軽減に役立つ介護機器を介護ロボットと呼ぶ

介護ロボットとは

介護ロボット導入
補助額

（１機器あたり）

見守りセンサーの導入
に伴う通信環境整備

（Wi-Fi工事、インカム）
（１事業所あたり）

補助上限台数
（１事業所あたり）

事業主負担

令和２年度（補正予算）

○移乗介助
○入浴支援

上限
１００万円

上記以外 上限３０万円

上限７５０万円
※ 介護保険施設のみ

必要台数
（制限の撤廃）

同左

令和３年度

同左

同左
※見守り機器等の情報を
　介護記録にシステム連動
　させる経費を対象に追加

同左

対象経費の１／２
又は３／４ (※)

※一定要件を満たす場合のみ

更
な
る
拡
充

拡
充

厚生労働省資料より兵庫県作成

ピュアットピュアット

3

　
厚
生
労
働
省
は
、
介
護
人
材
の
確
保
・
介

護
現
場
の
革
新
の
な
か
で
も
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
活
用
や
人
員
・
運
営
基
準
の
緩
和
を
通
じ

た
業
務
効
率
化
・
業
務
負
担
の
軽
減
に
つ
な

が
る
よ
う
促
進
し
て
い
る
。

　
介
護
現
場
に
お
い
て
は
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

導
入
支
援
事
業
補
助
金
や
介
護
保
険
施
設
に

お
け
る
業
務
効
率
化
支
援
事
業
な
ど
様
々
な

補
助
金
事
業
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

I
C
T
化
に
取
り
組
む
施
設
も
増
加
し
て
い

る
。
　
今
回
は
、
先
駆
的
ま
た
積
極
的
に
イ
ン
カ

ム
等
I
C
T
機
器
を
導
入
し
日
々
の
業
務
に

活
用
し
て
い
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
さ

が
お
ホ
ー
ル
と
、
補
助
金
事
業
を
活
用
し
な

が
ら
職
員
の
意
識
改
革
や
業
務
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
る
に
し
の
み
や
聖
徳
園
、
い
ま
づ

聖
徳
園
を
取
材
し
た
。

　
社
会
福
祉
法
人
ひ
ま
わ
り
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
あ
さ
が
お
ホ
ー
ル
。
岩
田 

優
子
理

事
長
は
、
介
護
業
界
に
根
強
く
残
る
職
員
の

正
義
感
頼
み
の
旧
態
依
然
と
し
た
体
制
で
は

事
業
の
継
続
性
は
図
れ
な
い
、
ま
た
医
療
と

介
護
は
同
等
の
立
場
で
あ
る
べ
き
と
い
う
信

念
の
も
と
、
様
々
な
企
業
と
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
実
践
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
新

た
な
機
器
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
職
場
風
土
を
醸

成
し
て
き
た
と
話
す
。

　
現
在
は
、
早
い
段
階
か
ら
導
入
し
た
介
護

記
録
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
そ
れ
に
加
え
イ
ン

カ
ム
や
眠
り
ス
キ
ャ
ン
に
離
床
C
A
T
C
H

セ
ン
サ
ー
、
館
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
を

設
置
す
る
な
ど
複
数
機
器
を
導
入
し
て
い
る

が
、
こ
れ
も
介
護
環
境
へ
の
投
資
も
ケ
ア
の

底
上
げ
や
質
の
向
上
の
一
環
だ
と
話
す
。

　
イ
ン
カ
ム
は
、
就
労
中
に
は
端
末
機
を
腰

ベ
ル
ト
に
装
着
、
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
を
着
け
る

と
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
と
な
り
複
数
職
員
双
方
向

の
一
斉
通
信
が
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
と
眠
り
ス
キ
ャ
ン
に
も

互
換
性
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、
即
座
に
コ
ー

ル
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
業
務
す
る
全

職
員
が
イ

ン
カ
ム
を

装
着
す
る

こ
と
で
、

利
用
者
様

の
動
き
が

把
握
で
き
、

誰
が
対
応

す
る
か
、

で
き
な
い

の
か
が
判
断
で
き

る
た
め
、
相
談
員

や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
を
含
め
誰
で
も

が
タ
イ
ム
リ
ー
に

コ
ー
ル
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
こ
と
は
、
利

用
者
ニ
ー
ズ
へ
の

迅
速
な
応
対
、
職

員
同
士
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
と
協
力
体

制
を
構
築
す
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
た
。

　

一
方
で
、
イ
ン

カ
ム
は
全
職
員
が

感
知
す
る
た
め
、

瞬
時
に
職
員
の
所

在
確
認
が
で
き
る
こ
と
に
加
え
職
員
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に
も
な
っ
て

い
る
他
、
言
葉
遣
い
が
丁
寧
に
な
り
利
用
者

様
へ
の
接
遇
の
向
上
に
も
繋
が
っ
た
。

　
ま
た
、
複
数
設
置
さ
れ
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
カ
メ
ラ
映
像
は
、
職
員
詰
所
に
あ
る
モ

ニ
タ
ー
に
館
内
が
隈
な
く
映
し
出
さ
れ
、
職

員
や
利
用
者
の
安
全
を
見
守
る
こ
と
が
で
き

る
。
　
他
に
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
た
介
護
記

録
、
職
員
間
の
一
斉
メ
ー
ル
や
勤
怠
管
理
シ

ス
テ
ム
な
ど
導
入
機
器
は
多
岐
に
渡
る
。
今

後
の
展
望
は
と
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
契
約

書
や
重
要
事
項
説
明
書
な
ど
書
類
の
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
化
の
促
進
や
チ
ャ
ッ
ト
に
も
取
り
組

み
た
い
と
更
な
る
業
務
の
効
率
に
つ
い
て
聞

く
こ
と
が
で
き
た
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
し
の
み
や
聖
徳

園
で
は
、
電
動
ベ
ッ
ド
の
入
れ
替
え
と
同
時

に
眠
り
ス
キ
ャ
ン
を
数
台
導
入
、
翌
年
に
は

介
護
請
求
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
た
介
護
記
録

用
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
、
介
護
記
録
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
を
図
っ
た
。
現
在
で
は
蓄
積
さ

れ
た
食
事
量
や
水
分
量
の
デ
ー
タ
を
分
析

し
、
利
用
者
様
の
健
康
管
理
を
行
な
う
上
で

効
果
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
か
か
る
補
助
金
を

活
用
し
、
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
を

P
H
S
か
ら
イ
ン
カ
ム
へ
と
切
り
替
え
た
。

現
場
か
ら
の
不
安
の
声
を
受
け
P
H
S
も
一

部
残
し
た
と
樫
原 

一
仁
施
設
長
の
職
員
へ
の

配
慮
が
垣
間
見
え
た
。

　
イ
ン
カ
ム
導
入
後
、
施
設
内
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
発
症
者
が
あ
り
、
入
院

が
で
き
ず
施
設
で
介
護
し
た
際
に
は
、
異
な

っ
た
ゾ
ー
ン
に
居
る
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
有
効
な
通
信
手
段

で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
イ
ン
カ
ム
が
無
け
れ

ば
、
対
応
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

当
時
を
振
り
返
っ
て
い
た
。

　
い
ま
づ
聖
徳
園
は
、
令
和
元
年
に
眠
り
ス

キ
ャ
ン
を
1
台
導
入
し
看
取
り
介
護
で
使

用
、
翌
年
の
補
助
金
を
活
用
し
、
全
床
に
眠

り
ス
キ
ャ
ン
を
配
置
し
た
こ
と
で
夜
間
帯
の

巡
視
の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
た
。

　
施
設
長
兼
チ
ー
フ
看
護
師
で
あ
る
大
垣 

智

子
氏
は
、
当
施
設
は
十
分
な
職
員
を
配
置
し

医
療
依
存
度
の
高
い
方
の
受
け
入
れ
を
行
な

い
、
よ
り
質
の
高
い
ケ
ア
の
提
供
を
目
指
し

て
い
る
。

　
眠
り
ス
キ
ャ
ン
は
、
マ
ッ
ト
レ
ス
の
下
に

設
置
し
た
セ
ン
サ
ー
で
臥
床
し
て
い
る
人
の

心
拍
や
呼
吸
数
を
測
定
、
睡
眠
状
態
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
、
起
き
上
が
り
や
離
床
、

在
床
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
情

報
は
、
パ
ソ
コ
ン
画
面
に
表
示
さ
れ
る
た
め

睡
眠
状
況
が
明
確
に
わ
か
り
、
覚
醒
時
に
排

泄
の
声
掛
け
が
で
き
る
。
ま
た
起
床
時
の
声

掛
け
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
合
わ
せ
ら
れ
る
た

め
、
利
用
者
様
も
職
員
も
ム
ダ
な
動
き
が
軽

減
す
る
と
い
う
相
乗
効
果
が
得
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
可
視
化
で
き
る
デ
ー
タ
の
利
便
性

に
加
え
、
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
の
活
用
方
法
な

ど
新
た
な
課
題
も
出
て
き
た
。
現
在
で
も
メ

ー
カ
ー
と
の
勉
強
会
を
重
ね
、
新
た
な
知
識

や
技
術
を
習
得
し
、
デ
ー
タ
分
析
を
行
な
い

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
課
題
解
決
へ
と
導

け
る
こ
と
が
、
現
場
職
員
の
達
成
感
と
意
識

の
向
上
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
更
な
る
効

果
と
し
て
、
個
々
の
睡
眠
状
態
に
合
わ
せ
た

介
護
を
行
な
う
こ
と
で
、
不
眠
を
訴
え
る
方

の
眠
剤
の
内
服
が
減
少
し
、
食
事
量
が
増
え

体
調
が
整
う
な
ど
の
効
果
に
つ
な
が
っ
た
。

　
両
施
設
と
も
に
導
入
効
果
が
大
き
か
っ
た

機
器
と
し
て
、
ピ
ュ
ア
ッ
ト
（
ウ
ル
ト
ラ
フ

ァ
イ
ン
バ
ブ
ル
発
生
装
置
）
を
挙
げ
る
。
据

え
置
き
型
の
小
型
機
器
が
ウ
ル
ト
ラ
フ
ァ
イ

ン
バ
ブ
ル
を
発
生
さ
せ
る
。
特
殊
浴
浴
槽
に

張
っ
た
お
湯
に
ホ
ー
ス
を
浸
け
利
用
者
様
に

入
浴
し
て
い
た
だ
く
と
、
小
さ
な
気
泡
が
皮

脂
の
汚
れ
や
拘
縮
部
分
の
細
部
の
汚
れ
を
落

と
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
石
鹸
で
の
洗
体

が
不
要
に
な
る
う
え
、
入
浴
時
間
が
短
縮
さ

れ
介
護
職
員
の
負
担
軽
減
と
感
染
予
防
対
策

に
も
有
効
で
あ
っ
た
と
導
入
効
果
に
つ
い
て

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
今
般
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
な
ど
が
、
介
護
現
場
を
取
り
巻
く
環
境
に

大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
感
染
拡
大
を

防
止
す
る
た
め
に
は
非
接
触
で
の
見
守
り
や

観
察
、
介
護
な
ど
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ

た
が
、
結
果
と
し
て
こ
れ
ら
の
こ
と
が
こ
れ

ま
で
の
常
識
を
変
革
す
る
追
い
風
に
も
な
っ

た
。
　
最
後
に
I
C
T
化
に
必
要
な
の
は
、
職
員

の
意
識
付
け
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
I
C
T
技

術
の
活
用
、
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
の
活
用
そ
し

て
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
ケ
ア
の
実
践
ま
で

を
紐
づ
け
、
自
立
支
援
を
目
的
と
し
た
利
用

者
様
の
個
別
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
り
良

い
介
護
を
実
現
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て

有
効
活
用
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ぜ
ひ
、
次
年
度
以
降
も
I
C
T
化
ま
た
生

産
性
向
上
に
向
け
、
助
成
金
事
業
が
効
果
的

に
活
用
さ
れ
、
新
た
な
介
護
の
展
開
と
進
化

に
期
待
を
寄
せ
た
い
。

取
材
レ
ポ
ー
ト



告報会修研
安
全
対
策
体
制
加
算
対
応

安
全
対
策
担
当
者
研
修
会

安
全
対
策
担
当
者
研
修
会

日
時
：
7
月
30
日
開
催

開
催
場
所
：
兵
庫
県
老
人
福
祉
事
業
協
会
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
研
修

「
認
知
症
と
共
に
生
き
る
」

「
認
知
症
と
共
に
生
き
る
」

令
和
3
年
度
職
員
研
修
会

日
時
：
8
月
27
日　

場
所
：
Ｗ
Ｅ
Ｂ
研
修

　
今
回
の
研
修
会
は
、
び
わ
こ
学
院
大
学

学
部
長　
福
祉
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

究
所
所
長　
烏
野
猛
氏
を
招
い
て
、
『
高

齢
者
施
設
に
お
け
る
安
全
対
策
担
当
者
研

修
―
令
和
３
年
度
か
ら
の
改
定
の
視
点

と
、
安
全
対
策
担
当
者
に
求
め
ら
れ
る
役

割
』
の
講
義
を
w
e
b
で
行
わ
れ
た
。

　
令
和
3
年
度
の
介
護
保
険
制
度
改
正
の

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
従
来
の
運
営
基
準

（
省
令
）
に
安
全
対
策
担
当
者
の
設
置
が

加
わ
っ
た
こ
と
、
市
町
村
へ
の
事
故
報
告

書
の
書
式
が
統
一
化
さ
れ
た
こ
と
、
加

算
・
減
算
の
新
設
と
し
て
、
<
安
全
対
策

体
制
加
算
>
20
単
位
（
入
所
時
に
1

回
）
：
外
部
の
研
修
を
受
け
た
担
当
者
が

配
置
さ
れ
、
施
設
内
に
安
全
対
策
部
門
を

設
置
し
、
組
織
的
に
安
全
対
策
を
実
施
す

る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
場
合
に
算
定

可
、
<
安
全
管
理
体
制
未
実
施
減
算
>
５

単
位
／
日
（
※
６
ヶ
月
の
経
過
措
置
期
間

を
設
け
る
）
：
運
営
基
準
に
お
け
る
事
故

の
発
生
又
は
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
措

置
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
減
算
、

が
挙
げ
ら
れ
、
介
護
保
険
施
設
に
お
け
る

事
故
発
生
の
防
止
と
発
生
時
の
適
切
な
対

応
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
講
師
の
方
よ
り
「
事
故
を
無
く
す
の
は

不
可
能
、
防
止
す
る
努
力
と
、
そ
の
対
応

が
大
事
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
事
故

を
防
止
す
る
た
め
の
対
応
と
事
故
発
生
時

の
初
動
対
応
に
つ
い
て
施
設
内
で
統
一
し

て
い
く
こ
と
、
事
故
発
生
時
に
す
ぐ
対
応

で
き
る
よ
う
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
周
知

の
み
な
ら
ず
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
継

続
的
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

再
認
識
し
た
。

　
ま
た
、
記
録
の
仕
方
に
つ
い
て
の
ポ
イ

ン
ト
（
西
暦
で
統
一
、
24
時
間
表
記
、
発

生
日
時
＝
発
見
日
時
で
は
な
い
）
の
説
明

や
裁
判
に
な
っ
た
場
合
は
最
終
判
決
が
出

る
ま
で
約
6
〜
7
年
と
長
期
間
か
か
る
と

の
説
明
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
記
録
に
客

観
性
を
持
っ
て
正
確
に
書
く
こ
と
の
大
切

さ
、
職
員
個
々
に
よ
っ
て
記
録
の
仕
方
が

別
々
に
な
ら
な
い

よ
う
標
準
化
・
統

一
化
の
重
要
性
を

感
じ
た
。

　
講
師
の
丹
野
智
文
氏
は
、
ト
ヨ
タ
の
営

業
の
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
39
才
の
時
、
若

年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と
診
断
さ
れ
、

そ
の
時
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
＝
終
わ
り
と
思

っ
た
と
云
う
。
投
薬
治
療
の
為
入
院
。
退

院
後
、
社
長
が
「
な
ん
で
も
仕
事
が
あ
る

か
ら
戻
っ
て
き
な
さ
い
」
と
言
っ
て
く

れ
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
出

来
る
事
、
出
来
な
い
事
、
や
り
た
い
事
を

キ
チ
ン
と
伝
え
る
よ
う
に
し
て
、
皆
に
聞

き
な
が
ら
仕
事
を
続
け
て
い
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
病
気
を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と

で
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
え
る
。
偏
見
は

自
分
や
家
族
の
心
の
中
に
あ
る
の
だ
と
気

づ
い
た
。
会
社
の
同
僚
達
も
、
自
身
が
病

気
に
な
っ
て
も
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
と
安
心
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現

在
47
才
の
氏
は
、
ト
ヨ
タ
所
属
の
ま
ま
、

認
知
症
の
活
動
が
主
に
な
っ
て
お
ら
れ

る
。
以
下
は
、
自
身
の
体
験
か
ら
の
ご
意

見
。
　
認
知
症
を
介
護
の
問
題
と
捉
え
過
ぎ
で

は
な
い
か
と
思
う
。
支
援
者
は
認
知
症
の

本
人
で
な
く
、
先
ず
家
族
に
挨
拶
し
、
名

刺
・
パ
ン
フ
を
渡
す
。
そ
し
て
家
族
に
困

っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
聞
く
。
こ
れ
で

は
本
人
は
居
心
地
悪
く
、
居
た
堪
れ
な
い

気
持
ち
に
な
る
。
認
知
症
に
も
色
々
な
タ

イ
プ
や
段
階
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
先
回

り
し
て
守
ら
れ
る
こ
と
で
機
能
低
下
を

招
い
て
し
ま
う
危
険
も
あ
る
。
病
名
か

ら
人
を
見
る
の
で
な
く
、
目
の
前
の
人

を
見
て
欲
し
い
。
普
通
の
会
話
、
言
葉

の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
大
切
。
本
人
に

や
り
た
い
事
を
聞
け
ば
困
り
ご
と
も
分

か
る
。
多
く
の
場
合
、
失
敗
し
て
し
ま

う
が
、
工
夫
し
て
挑
戦
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
。
最
後
は
成
功
体
験
で
終
わ
ら

せ
て
欲
し
い
。
又
、
認
知
症
当
事
者
が

当
事
者
の
相
談
に
乗
る
こ
と
も
実
施
し

て
い
て
、
免
許
返
納
も
デ
イ
に
行
く
こ

と
も
、
相
談
し
て
自
分
で
決
め
た
こ
と

は
実
行
す
る
、
と
の
事
だ
っ
た
。

　

最
後
に
、
自
分
は
目
の
前
の
不
安
を

持
っ
た
人
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
笑
顔
に
し

た
い
と
願
っ
て

い
る
だ
け
な
の

だ
が
、
そ
れ
で

家
族
も
楽
に
な

り
、
回
り
ま
わ

っ
て
社
会
が
変

わ
っ
て
い
く
こ

と
に
繋
が
る
の

か
な
、
と
思
う

と
締
め
括
ら
れ

た
。

4

編
集
委
員

大
澤 

智
子

編
集
委
員

湯
本 

健
作



5

信通クッロブ
◆阪神ブロック

○10月８日 
　第２回施設長会及び研修会（オンライン開催）
　『Zoomを含むオンラインやWEB会議や研修方法について』
　講師：芦屋市ハートフル居宅介護支援事業所 
　　　　主任介護支援専門員 神田 信治氏 ◆西播磨ブロック

○9月 7日 職員研修「認知症介護（基礎研修）」
　主催：神戸リハビリテーション福祉専門学校　参加者：40名

◆但馬ブロック

○12月 9日「高齢者虐待の防止と身体拘束の廃止」
　（オンライン開催）
　講師：一般社団法人 支援の思想研究会理事長 上田 晴男氏　
○12月 10日「令和 3年度介護報酬改定後の動向について」
　（オンライン開催）
　講師：経営開発センター 代表取締役社長 野崎 悦雄氏

◆姫路ブロック

◆東播磨ブロック

◆淡路ブロック

○7月 15日　出席者 72名
　「入浴介助のフロフェッショナルになろう！」（オンライン開催）
　講師：理学療法士 松本 健史氏
○9月 30日  出席者 58名
　「認知症高齢者の食事支援について」（オンライン開催）
　講師：大阪大学 顎口腔機能治療部 歯科医師 野原 幹司氏
○10月 14日　出席者 72名
　「認知症ケアを見直そう～コロナ禍でのケアを考える～」（オンライン開催）
　講師：医療法人財団 百葉の会 人材開発室部長 高口 光子氏
○11月 19日
　「ノーリフティングの取り組みと実践」（オンライン開催）
　講師：一般社団法人ナチュラルハートフルネットワーク
　　　　下元 佳子氏
○12月 8日
　「ケアプラン研修会」（オンライン開催）
　講師：ケアプランリーダー派遣委員会委員長 藤原 重樹氏
○令和 4年 1月 18日 予定
　「VR認知症体験会」小野市うるおい交流館エクラにて　詳細未定 ○ 8 月 25 日 行政連絡会議

○10月 15日 ケアプラン研修会
○11月 26日 給食関係職員研修会（リモート研修）　
　講義「高齢者のサルコペニア、フレイル、コモビディティと、
　　　　栄養の役割を考える」
　講師：ちゅうざん病院副院長・金城大学客員教授 吉田 貞夫氏
○12月 看護、介護職員研修会

◆丹波ブロック

○11月 17日  
　特養部会研修会（オンライン開催）
　「社会福祉施設・事業所のＢＣＰを理解する」
　講師：佛教大学専門職キャリアサポートセンター 後藤 至功氏

○7月 21日「高齢者福祉施設における新型コロナウイルス感染対策」
　講師：姫路市保健所　織田真人氏
○8月 17日「高齢者施設安全対策担当者研修」
　講師：びわこ学院大学教授 烏野 猛氏

部会・委員会通信
◎ 介護保険推進委員会

◎ 介護人材確保推進委員会

◎ 調査研究委員会

◎ 編集委員会

◎ ケアプラン委員会

◎ 研修委員会

◎ 養護部会

◎ 軽費・ケアハウス部会

◎ デイ部会

◎ 地域サポート施設推進事業

介護報酬改定の影響調査を実施・分析したものをホームページに
掲載しております。又本調査に基づき厚生労働省と意見交換を行
う予定です。（詳細は、後日発行のかけはし号外に掲載予定）

新型コロナ感染拡大予防の為、Zoom研修を開催しました。7月
20日人生の最終段階における対応向上研修、7月30日には安全対
策加算対象の安全対策担当者研修、8月27日職員研修会を実施
し、開催後HPにアップし視聴できるようにしました。令和4年1
月26～27日施設長研修会を開催します。介護支援専門員実務研修
受講試験対策助成事業では、Web配信教材や統一模擬試験（在宅
受験）の費用負担支援をしました。

令和4年1月18日軽費・ケアハウス部会施設長研修会を開催しま
す。弁護士法人かなめ代表 畑山浩俊氏をお迎えし、『新型コロナ
対応とＢＣＰについて　～ＢＣＰ発動時における絶対に抑えてお
くべき法的ポイント 徹底解説講座！～』をテーマに講演いただき
ます。是非ご参加ください。

12月13日職員研修会、2月10日施設長研修会を計画しております
ので、ご参加をお待ちしております。

10月21日に『精神疾患と認知症について』をテーマにかきぎ認知
症しあわせクリニック院長 柿木達也氏を招いて研修会を開催しま
した。

令和4年1月に、認定施設による事例発表会と令和4年度認定施設
募集要項説明会を予定しております。

令和３年度は「感染症対策及びＢＣＰの取り組み状況」について調査し
ており、モデル施設として、自然災害の種類・施設規模及び種類・各ブ
ロック等また、研修会の開催状況、マニュアル、体制の有無、取り組み
状況等を勘案して１０施設を選出し、来年６月をめどに感染症及び自然
災害のBCPを作成し、会員施設に公表する予定です。

会員施設の新たな取り組み等の情報をお寄せください。特集記事のテー
マも募集します。かけはし111号発行は令和4年3月を予定しています。

新型コロナの感染拡大により、例年実施の事業で縮小や中止となって
おりますが、将来の介護人材の確保を目指し、介護の仕事の魅力を伝
える「出前授業」はコロナ禍の中、中学校、高等学校からの依頼に応
じて実施しております。就職出前プレゼンテーションも養成校4校で
実施しました。各会員事業所の現在の人材確保の手段の一つになれ
るよう、本会HPの「ひょうご介護求人ネット」では、各会員事業所の求
人情報入力を促進しているところです。そして、県内中学校1年生へ
「楽♪介護」、県内高校1年生へは「わたしを叶える。」を配布しました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

○9月 14日「施設ケアマネジメント研修」
　講師：社会福祉法人関寿会　統括管理者 中野 穣氏
○11月 9日「社会福祉施設の災害対策研修」
　講師：兵庫県防災士会 顧問 寺岡 芳孝氏

10月28日、11月11日にケアプラン基礎研修会を開催しました。
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介紹員会

特別養護老人ホーム らくらく苑
介護老人福祉施設／阪神ブロック

社会福祉法人 テンダー会
特別養護老人ホーム らくらく苑
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
施設長名 粟生 智哉

併設事業

住所 〒661-0951 尼崎市田能4丁目2-50
ＴＥＬ 06-6494-1248 ＦＡＸ 06-6494-1266
tenderkai@space.ocn.ne.jp

定員数 入所105名

短期入所生活介護、通所介護、訪問介護、居
宅介護支援、ケアハウス

　

社
会
福
祉
法
人
テ
ン
ダ
ー
会
は
平
成

12
年
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
翌
年
に

は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ら
く
ら
く
苑

が
開
設
さ
れ
平
成
20
年
に
は
北
之
庄
ら

く
ら
く
苑
と
い
う
別
棟
が
開
設
し
ま
し

た
。
尼
崎
市
の
北
部
に
位
置
し
緑
豊
か

な
田
園
風
景
に
囲
ま
れ
た
環
境
の
中
、

利
用
者
に
と
っ
て
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら

し
を
施
設
に
入
居
さ
れ
て
か
ら
も
継
続

で
き
る
生
活
の
場
と
し
て
前
述
の
施
設

は
従
来
型
の
多
床
室
型
、
後
述
は
全
室

個
室
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
を
活
か
し
た
介
護
を
提
供
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
ご
利

用
者
様
の
歩
ん
で
き
た
人
生
に
本
人
様

と
家
族
の
思
い
を
汲
み
取
り
訴
え
に
耳

を
傾
け
心
の
声
を
聴
く
最
期
ま
で
寄
り

添
う
ケ
ア
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

介
護
度
や
認
知
症
の
重
さ
で
グ
ル
ー
プ

分
け
を
せ
ず
に
お
互
い
寄
り
添
い
協
力

し
あ
う
、
そ
う
い
っ
た
人
と
人
の
繋
が

り
も
大
切
に
し
た
生
活
の
場
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

通所介護施設 清華苑らんらん
通所介護／東播磨ブロック

社会福祉法人 三幸福祉会
通所介護施設 清華苑らんらん
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
施設長名 池田 昌弘

併設事業

住所 〒674-0064 明石市大久保町江井島1648-5
ＴＥＬ 078-937-8470 ＦＡＸ 078-937-8472
ghseikaen@seikaen.jp

定員数 定員６名

居宅介護支援事業所、認知症対応型共同生活
介護

　

清
華
苑
ら
ん
ら
ん
は
、
認
知
症
対
応

型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
平
成
11
年
に
開

設
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
清
華
苑
内
に
お
い
て
共
用
型
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
運
営
を
し
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
清
華
苑
の
入
居
者
と
同
じ
空
間
で

馴
染
み
の
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
家
庭

的
な
雰
囲
気
の
中
で
お
過
ご
し
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

日
常
的
な
活
動
が
多
く
、
生
活
リ
ハ
ビ

リ
と
し
て
、お
食
事
の
準
備
や
盛
り
付
け
、

食
後
の
洗
い
物
と
いっ
た
活
動
を
通
し
て
、

心
身
機
能
の
維
持
や
改
善
を
促
進
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
屋
上
階
に
あ
る
庭
園
を
利
用

し
て
季
節
の
花
や
野
菜
な
ど
を
育
て
て
い

ま
す
。
園
芸
を
通
じ
て
、
土
い
じ
り
の
楽

し
さ
や
香
り
、
芽
吹
い
た
ば
か
り
の
緑
な

ど
、
美
し
い
も
の
、
自
然
な
も
の
に
触
れ
、

五
感
が
刺
激
さ
れ
心
の
癒
し
も
得
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

少
人
数
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ひ
と
り

ひ
と
り
の
認
識
や
感
情
に
向
き
合
い
な
が

ら
、
専
門
的
な
個
別
ケ
ア
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
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関宮通所介護事業所
通所介護／但馬ブロック

社会福祉法人 養父市社会福祉協議会
関宮通所介護事業所
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
施設長名 雲田 千春

住所 〒667-1105 養父市関宮193
ＴＥＬ 079-667-3248  ＦＡＸ 079-667-3351
c-kumoda@yabu-shakyo.jp

定員数 定員24名

　

養
父
市
社
会
福
祉
協
議
会
関
宮
通
所

介
護
事
業
所
は
、
山
や
田
ん
ぼ
な
ど
自

然
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
地
域
に
あ
り
ま

す
。

　

社
協
運
営
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
福

祉
目
標
で
あ
る
『
だ
れ
も
が
つ
な
が
り
さ

さ
え
あ
う
い
の
ち
輝
く
ま
ち
づ
く
り
』
の

も
と
、
そ
の
利
用
者
ら
し
い
暮
ら
し
が
支

え
ら
れ
る
よ
う
支
援
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

季
節
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
季
節

ご
と
に
行
事
を
考
え
、
集
団
で
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョン
や
、
個
々
に
合
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
機
能
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
利

用
者
様
の
中
に
は
野
菜
や
花
を
作
っ
て
い

る
方
も
多
く
、
ご
指
導
を
受
け
な
が
ら一

緒
に
野
菜
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地
域

の
方
々
と
の
交
流
が
で
き
な
い
中
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
交
流
事
業
も
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
利
用
さ
れ
る
方
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
心
身
機
能
の
向
上
を
図
り
、

地
域
の
方
々
と
協
力
し
合
い
支
援
が
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

特別養護老人ホーム こすもす倶楽部
介護老人福祉施設／西播磨ブロック

社会福祉法人 あいおい福祉会
特別養護老人ホームこすもす倶楽部
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
施設長名 中嶋 恵子

併設事業

住所 〒678-0044 相生市野瀬1356番地
ＴＥＬ 0791-24-0600  ＦＡＸ 0791-24-0900
aioifukushikai@cosmos2000.com

定員数 入所70名

短期入所生活介護、通所介護、
認知症対応型共同生活介護、訪問介護、
居宅介護支援事業所

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
こ
す
も
す
倶

楽
部
は
、
平
成
16
年
、
海
の
見
え
る
自

然
豊
か
な
相
生
市
野
瀬
に
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
11
年
に
法
人
を
設
立
し
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
訪
問
介
護
を
中
心
に
、

地
域
の
高
齢
者
福
祉
に
携
わ
って
き
ま
し

た
。
地
域
に
新
し
い
入
居
型
施
設
を
と
い

う
声
に
応
え
、
北
欧
視
察
を
行
い
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
と
個
人
の
尊
厳
を
大
切
に
し

た
、
全
室
個
室
の
ユニッ
ト
型
特
養
を
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
の
よ
う
な
雰
囲

気
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
商
業

デ
ザ
イ
ナ
ー
に
も
協
力
い
た
だ
き
、
落
ち

着
き
の
あ
る
空
間
で
、
安
心
・
安
全
な

日
常
の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

特
養
の
建
物
は
、
災
害
時
の
福
祉
避

難
所
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
近
隣
の
方
が

一
時
避
難
所
と
し
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

法
人
と
市
と
自
治
会
で
同
意
を
結
び
ま

し
た
。
今
後
も
地
域
の一
員
と
し
て
、
入

居
者
様
、
地
域
の
皆
様
の
、
安
心
・
安

全
に
役
立
て
る
よ
う
、
職
員
と
共
に
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
大
変
な

時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
ご
自
愛

く
だ
さ
い
。



事務局からのお知らせ

大原保育スポーツ医療専門学校（6月29日実施）

兵庫県立総合衛生学院（7月2日実施）

神戸リハビリテーション福祉専門学校（7月14日実施）

姫路ハーベスト医療福祉専門学校（7月27日実施）

編集
後記

　ワクチンの３回目のブースター接種や新型コロナへの抗体カクテル療法と期待する経口薬の使用も
間近になり、ウイズコロナの生活様式が少しずつ始まっていますが、高齢者福祉施設にとっては、感
染防止への努力は今後も続けていかなければなりません。来年も引き続き、会員事業所の皆様ととも
に事務局も一丸となって、迅速な情報収集や情報提供により、感染防止対策や非常事態に対応できる
よう努めてまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。
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◆ 青年部会 会員募集中 ◆
〔入会条件〕

〔目　　的〕

正 会 員

賛助会員

老人福祉の増進と老人福祉事業推進のために、
老人福祉事業後継者としての研鑽と会員相互の
親睦をはかることを目的とする。

【青年部会 事務局】 特別養護老人ホームたちばな苑 山岡 TEL （0799）27-0146

入会お待ちしております！
入会についてのお問い合わせ、並びに申込書送付は

下記、青年部会 事務局まで。

50歳以下の施設長もしくは施設長の
推薦する50歳以下の施設職員
年会費 ： ５,０００円
会の趣旨に賛同し、ご支援いただける方
年会費 ： １０,０００円

　急速な高齢化に伴い充実したサービス提供にむけて福祉・介護の現場では一
層のマンパワーの確保が急務の課題となっています。
　兵庫県老人福祉事業協会では、兵庫県より委託を受け、「介護業務イメージ
アップ推進事業」を展開しており、その事業の大きな柱に「就職出前プレゼンテ
ーション」があります。平成 28 年度より、それ以前に実施していた集合型就職
フェアから、出前型の就職出前プレゼンテーションに舵を切り、学生が来るのを
待つという受身の姿勢ではなく、学生が在籍している学校に、私たちが出かけて
プレゼンを行う方式で実施しています。
　例年非常に多くの事業所からの申込
があり、抽選を行い、今年度は、6 月
29 日（火）大原保育スポーツ医療専門
学校、7 月 2 日（金）兵庫県立総合衛
生学院、7 月 14 日（水）神戸リハビリ
テーション福祉専門学校、7月27日（火）
姫路ハーベスト医療福祉専門学校の計 4
校で実施しました。
　昨年から続く新型コロナウイルス感染症への感染防止に細心の注意をし、参
画事業所の職員さんの参加人数も制限し、マスクとフェイスシールドの着用を必
須としながらの実施となりました。プレゼンテーションでは「自法人の魅力や仕事
のやりがい」を熱く語りました。
　また、兵庫県立総合衛生学院と姫路ハーベスト医療福祉専門学校では、プレ
ゼンテーションの後に、各事業所のブースを設け、学生が順に事業所を回り個
別に質問や説明を受ける時間も設けました。
　参加している学生からは、「介護職員さんの生の声が聴けて良かった。」「具体
的な勤務条件等を知ることができて就職活動の役に立つ。」「卒業生の活躍が励
みになる。」「いろいろな施設に見学に行
ってみたい。」などの感想が寄せられて
います。
　介護職等の人材確保は大変厳しい現
実がありますが、この就職出前プレゼン
テーションの参画事業所には参加した学
生の入職へとつながっています。

県 老 協 加 入 施 設 数 R3.11.24現在

※ 賛助会員 1事業所（内訳：団体）

会
　
　
員

特 養 養 護 軽 費 ケアハウス デイサービス 計
阪　神
東播磨
姫　路
西播磨
但　馬
丹　波
淡　路
計

66
63
42
28
25
11
21

6
6
3
5
3
4
4

0
1
0
0
0
0
0

21
20
8
2
6
3
2

71
73
40
36
40
13
16

164
163
93
71
74
31
43
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